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マイクロ波照射i-jri-轍石,rんめ性家改良（ir)
申旧ヤ大象貳　oで野辰久　武t.丈J　≪坂十賀子　貧^'^吾　三木正伸

　削

改恥^ ついで親元?進めてヽヽ^．前目､t粉木状おぶび賎粒軋ﾀ^裡ゐ申販枕自すん?選び:

･マイクロ波照射t紛石Iすんめ水葬性い開示-h栄外埓､吸収スペクト､ﾚ^用ヽヽで考原口≒｡l）

今回･T こめ2複1- ?ら関也め孝販粉石Itん衣塊?加t . -zイクロ波り

に反ぽt効果I-つ･ヽで群細卜薦討i加t r-。

　ざ彦、徊貼けんuC3-レンジ（it;力卯＼tへ）申で‘マイク・波"? /ク分聞( ぷ命x z) 蕉打

け乱Chi ＼茫試材いμ、マイクロ波照射試野k 米照射試科八同一季吽下乙゛￥がり｀貳

留れに別りゼ‥不郡分i吸引ろ邁で取り俘t 、埓らiへれろ淑i希釈リこもめ、味吽厚

吸収又ぺ7 りレ右よぴ表面珠カm則史しリK多性l^較検討け・。

　柘果　Dバず必剪自すん匂－フィ7 ｺ波?照射1るこりりリt-f りげ目口b～/ダ

刄)。幻吸光度、表向張力いに蜃鳶かtん蜀r a*>ヽ々り系μみら>rvかが、り戦陣

tすんi.-っヽ､ヽてもごマイクP波リりす吋づめヵ^バ革照料めもめk 匹べてf '）灸ヽ唯H、

ぶリ低ヽヽ表^屎加値^ ホ｛な｡3｝メーilー(リ、てa、賤粒状り

示で･あろr.i≪ヽp^iつら１≒低､ヽ吸光度、大3ヽヽゑ面取かめ値?示了φ<* があ■>た。　ご^
ごロ･ヽら痢費教･f的さ錫t'、孝剤かド多恨･･評婦示栄ﾀﾄ謀吸収スペクト･μ泰面玖力をあ

4つ４て用・るこい可能性にっいて右聊討申ごヽある。ダお引クP 波照駁丿舞矛Itんａホ、

多性以外力性質（洗庁･簡香り冴）･曙ぼマ効策にフヽリ列昨け乙あり、あわイで希老

t?予足乙ヽあ弔。　1) t野.fC者､B知̂､s.?t^)籾鉢卵支坏恥m研児峰＆獅募f 12

B 106　　粉米石rンと合成洗剤におItる螢光増旧
　　　　丈化1rK衣攻　oi.橘明芙　小沢好d･　　£系の水･ir X幕政　夭僻孝彦

　目的　沈々りふ来め目6sは、繊維．うiれ除去する: I K つ?るヵ^ 蔵光増白割（以下

FBA 1･略記) *ヽら'll-られる生.地全体の見ヵヽ･t･り自さは55れ除気t平行して乳制（粉米石ケ

ン. 合成洗剤の両港it-味する．）に課ぞられた大切な役割ぞある．本研究杓j:、市販沃剤

申に配合さ-れているf3ﾉ の増u効栗を比較検討し、同時にF3A が配合されてない粉末石ケ

ンには陥A £ 赤加し. その増&効果を調べ、粉末石Tン･: ぶItるFB/i の役l'J を検討しu.

　方砥　①争販後剤I 粉ゑ石ヶン. 合成洗剤、指標洗剤）数竣ぞ、綿& 布c 油化学裸岑綿

布* 瑚6 ) i It濃度0.15 , 0.20 ×rf温度10, 20, 30, 如t *時fB^ き, 10, 2O分J^帚児I :

80身1" すき" 1 la、蕩比I ； %0, 2 合間. の-I-組合jn せf後序.R粉末石ゲV IてF3A ( Uvitex

3忿7. 以-2. 凶-IO) を指標洗剤中のFSA の量と同量. -k . 2 借CO 3 投楷て配合し. 各条件

ぞ浹傅.RR果. 白狐乾燥雀、ずn-,nラ^ I- 及ひご曳fe ノン標嘩光源T ぞF w 入ケ- 、レt

比較、視覚判足し. 増白秘策を北較検討した.

　結栗　＆沈か卜も濃度o.2％、時間2o合、温度抑゜（;において最も増& 釣果μ優れ、粉末石

ケンに赤加しa F3A ・増お効果は、合成沈割におItるよ')やや匈るヵ八や＼i ') 高濃度、w

介、4a゜こにおいて優れている. Z種のf釦A ヤでは＼i､nt≪3ま7 が最も優れていre. 粉末石>r ン

+･にF抑I 配合することは. 合成洗剤*＼'普及する以前li ヵヽなり一般的iりn なわれていr; が.

近年､ﾀ）゛粉末石ケンu 埓武j の違勅の中で15 . 蕉餐ぞあるこ､とが知られtいても. F弘の

者加は差徨えられるのであろうヵヽ．配合､こよってケなくとも黄ぼみほ解消し. 晃ヵヽ･rの&

きI増す勧果は洗re くの効果乞高めると毘･われるのである．


